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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】不連続な時間範囲を複数選択して超音波画像を
抽出しようとする場合に、複数の挙動に対応する複数の
超音波画像を連続的に再生することで、診断を効率的に
行うことができる超音波診断装置を提供する。
【解決手段】本発明の超音波診断装置１００は、被検体
の超音波画像を時間情報とともに記憶する画像情報記憶
部４と、被検体の生体情報を時間情報とともに記憶する
生体情報記憶部７と、生体情報に基づいて被検体の挙動
を検出する挙動検出部２２と、検出された挙動に対応す
る超音波画像を、時間情報に基づいて再生する再生制御
部１２とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の超音波画像を時間情報とともに記憶する画像情報記憶部と、
　前記被検体の生体情報を前記時間情報とともに記憶する生体情報記憶部と、
　前記生体情報に基づいて前記被検体の挙動を検出する挙動検出部と、
　検出された前記挙動に対応する前記超音波画像を、前記時間情報に基づいて再生する再
生制御部と
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記挙動検出部は、不連続な時間に生じる複数の前記挙動を検出し、
　前記再生制御部は、前記複数の挙動に対応する複数の前記超音波画像を連続的に再生す
ることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記挙動検出部は、前記挙動に関する条件を複数設定し、前記条件に基づいて前記挙動
を検出することを特徴とする請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　被検体の超音波画像を時間情報とともに記憶する画像情報記憶部と、
　前記被検体の生体情報を前記時間情報とともに記憶する生体情報記憶部と、
　前記生体情報に基づいて前記被検体の挙動を検出し、前記挙動のうち、第１の条件を満
たす第１の挙動と第２の条件を満たす第２の挙動とを検出する挙動検出部と、
　前記第１の挙動と前記第２の挙動とを比較する比較部と
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　前記挙動検出部は、不連続な時間に生じる複数の前記挙動を検出し、
　前記比較部は、前記複数の挙動から算出される測定値に基づいて、前記第１の挙動と前
記第２の挙動とを比較することを特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記再生制御部は、複数の前記条件にインデックスをそれぞれ付し、選択された前記イ
ンデックスと同じインデックスに対応する前記超音波画像、選択された前記インデックス
と異なるインデックスに対応する前記超音波画像、選択された前記インデックスの条件以
上の条件を満たす前記超音波画像、及び選択された前記インデックスの条件以下の条件を
満たす前記超音波画像のうち少なくとも１つを連続的に再生することを特徴とする請求項
３乃至５の何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記超音波画像は、断層画像、弾性画像、及びドプラ画像の少なくとも１つであること
を特徴とする請求項１乃至６の何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記挙動検出部は、前記被検体の呼吸に関する前記生体情報に基づいて、前記被検体の
所定部位におけるドプラ波を前記挙動として検出し、
　前記再生制御部は、前記被検体が息を吸った状態における前記ドプラ波に対応する断層
画像と前記被検体が息を吐いた状態における前記ドプラ波に対応する断層画像とを再生す
ること特徴とする請求項１乃至７の何れか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記再生制御部は、前記ドプラ波の立ち上りから次のドプラ波の立ち上りまでに対応す
る前記超音波画像を再生することを特徴とする請求項８に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記挙動検出部は、前記被検体の脈動に関する前記生体情報に基づいて、前記被検体の
心電波形を前記挙動として検出し、
　前記再生制御部は、前記被検体に不整脈が生じた状態における前記心電波形に対応する
断層画像を再生すること特徴とする請求項１乃至９の何れか１つに記載の超音波診断装置
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。
【請求項１１】
　前記再生制御部は、前記心電波形における前記不整脈の前後のＲ波間に対応する前記超
音波画像を再生することを特徴とする請求項１０に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に、生体情報と関連付けられた超音波画像を選択
して再生する超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置は、被検体内に対して超音波を送受信する探触子と、探触子を駆
動して超音波を発生させるとともに、受信した反射エコー信号を処理する超音波送受信部
と、超音波送受信部からの反射エコー信号をデジタル化して、運動組織を含む被検体内の
断層画像データを時系列に複数フレーム記録するメモリと、メモリからデジタル信号を超
音波ビームの走査線ごとに書き込んで画像データを形成するデジタルスキャンコンバータ
と、制御・グラフィック部から出力されるグラフィックデータを記録するグラフィックメ
モリと、デジタルスキャンコンバータ及びグラフィックメモリからの出力データを入力し
て画像表示するために合成する合成部と、各構成要素の動作を制御するとともに各種グラ
フィックデータを作成する制御・グラフィック部と、合成部からの画像データを画像とし
て表示する表示部とを備えていた。
【０００３】
　そして、従来の超音波診断装置は、制御・グラフィック部への操作入力により、特定の
時刻より所定時間だけ遡った時刻又は所定時間経過した時刻から超音波画像の再生開始を
指示し、特定の時刻より所定時間経過した時刻で再生終了を指示していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２５２２５２号公報
【特許文献２】特開２０００－１３９９２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の超音波診断装置では、再生開始時刻と再生終了時刻との間の所定
時間において、連続する超音波画像を再生するだけであった。したがって、不連続な時間
範囲における複数の超音波画像を抽出しようとする場合は、不連続な時間範囲ごとに再生
時刻を指定して切り替える操作が必要となる。この結果、診断効率が低下するという問題
があった。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に対処するため、不連続な時間範囲を複数選択して超音波
画像を抽出しようとする場合に、診断を効率的に行うことができる超音波診断装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の超音波診断装置は、被検体の超音波画像を時間情報とともに記憶する画像情報
記憶部と、前記被検体の生体情報を前記時間情報とともに記憶する生体情報記憶部と、前
記生体情報に基づいて前記被検体の挙動を検出する挙動検出部と、検出された前記挙動に
対応する前記超音波画像を、前記時間情報に基づいて再生する再生制御部とを備える。
【０００８】
　この構成によれば、不連続な時間範囲を複数選択して超音波画像を抽出しようとする場
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合に、複数の挙動に対応する複数の超音波画像を連続的に再生することで、診断を効率的
に行うことができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、不連続な時間範囲を複数選択して超音波画像を抽出しようとする場合に、複
数の挙動に対応する複数の超音波画像を連続的に再生することで、診断を効率的に行うこ
とができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の一例を示したブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の動作を説明するフロー図である。
【図３】（ａ）被検体の呼吸に関する生体情報（呼吸曲線）の一例を示した図である。（
ｂ）被検体の呼吸に対応する心臓のドプラ波（挙動）の一例を示した図である。（ｃ）再
生範囲の時間情報に基づいて、複数の再生範囲に対応する超音波画像が抽出されることを
示した図である。（ｄ）抽出された超音波画像が連続再生されることを示した図である。
【図４】被検体のドプラ波（挙動）が、インデックスごとに画像表示部に再生されること
を示した図である。
【図５】インデックスごとにドプラ画像と断層画像（超音波画像）が連続的に再生される
ことを示した図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態の超音波診断装置１００の動作を説明するフロー図で
ある。
【図７】（ａ）被検体の心拍に関する生体情報（心電波形）の一例を示した図である。（
ｂ）再生範囲の時間情報に基づいて、複数の再生範囲に対応する超音波画像が抽出される
ことを示した図である。（ｃ）抽出された超音波画像が連続再生されることを示した図で
ある。
【図８】インデックス選択画面の一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
（第１の実施の形態）
　以下、本発明の実施の形態の超音波診断装置について、図面を用いて説明する。図１は
、本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の一例を示したブロック図である。図１に
示すように、超音波診断装置１００は、探触子２、超音波送受信部３、メモリ（画像情報
記憶部）４、デジタルスキャンコンバータ５、生体信号検出部６、生体情報メモリ（生体
情報記憶部）７、グラフィックメモリ８、画像合成部９、制御・グラフィック部１０、画
像表示部１１、再生制御部１２、挙動検出部２２、及び比較部５２を備える。
【００１２】
　探触子２は、被検体１内に超音波を送受信する。超音波送受信部３は、探触子２を駆動
して超音波を発生させるとともに、受信した反射エコーの信号を処理する。メモリ（画像
情報記憶部）４は、超音波送受信部３からの反射エコー信号をデジタル化して、運動組織
を含む被検体１内の超音波画像データを時系列に複数フレーム記録する。デジタルスキャ
ンコンバータ５は、メモリ４からのデジタル信号を超音波ビームの走査線ごとに書き込ん
で画像データを形成する。生体信号検出部６は、被検体１の生体波を検出して生体信号を
生成する。生体情報メモリ（生体情報記憶部）７は、生体信号を心電波形等として記録す
る。グラフィックメモリ８は、制御・グラフィック部１０から出力されるグラフィックデ
ータを記憶する。画像合成部９は、デジタルスキャンコンバータ５、生体信号検出部６、
及びグラフィックメモリ８からの出力データを入力して合成画像表示するために画像デー
タを合成する。制御・グラフィック部１０は、超音波診断装置１００の各構成要素の動作
を制御するとともに各種グラフィックデータを作成する。画像表示部１１は、画像合成部
９からの画像データを画像として表示する。再生制御部１２は、制御・グラフィック部１
０からの命令により、メモリ４から選択的に画像（超音波画像）を抽出して再生する。挙
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動検出部２２は、制御・グラフィック部１０からの命令により、生体情報メモリ７から選
択的に生体情報を抽出して被検体１の挙動を検出する。比較部５２は、挙動検出部２２に
より検出された被検体１の挙動を比較する。
【００１３】
　メモリ（画像情報記憶部）４は、被検体１の超音波画像を時間情報とともに記憶する。
ここで、超音波画像は、断層画像、弾性画像、及びドプラ画像の少なくとも１つである。
生体情報メモリ（生体情報記憶部）７は、被検体１の生体情報を時間情報とともに記憶す
る。
【００１４】
　挙動検出部２２は、生体情報に基づいて被検体１の挙動を検出する。また、挙動検出部
２２は、不連続な時間に生じる複数の挙動を検出する。挙動検出部２２は、挙動に関する
条件を複数設定し、複数の条件に基づいて挙動を検出する。
【００１５】
　再生制御部１２は、検出された挙動に対応する超音波画像を、時間情報に基づいて再生
する。再生制御部１２は、複数の条件にインデックスをそれぞれ付し、選択された前記イ
ンデックスと同じインデックスに対応する超音波画像、選択されたインデックスと異なる
インデックスに対応する超音波画像、選択されたインデックスの条件以上の条件を満たす
超音波画像、及び選択されたインデックスの条件以下の条件を満たす超音波画像のうち少
なくとも１つを連続的に再生する。
【００１６】
　また、挙動検出部２２は、生体情報に基づいて被検体１の挙動を検出し、被検体１の挙
動のうち、第１の条件を満たす第１の挙動と第２の条件を満たす第２の挙動とを検出する
。比較部５２は、複数の挙動から算出される測定値に基づいて、第１の挙動と第２の挙動
とを比較する。
【００１７】
　次に、本実施の形態の超音波診断装置１００の動作について説明する。本実施の形態で
は、挙動検出部２２は、被検体１の呼吸に関する生体情報に基づいて、被検体１の所定部
位（例えば、心臓）におけるドプラ波を挙動として検出する。また、再生制御部１２は、
被検体１が息を吸った状態（吸気状態）におけるドプラ波に対応する断層画像と被検体１
が息を吐いた状態（呼気状態）におけるドプラ波に対応する断層画像とを再生する。
【００１８】
　図２は、本実施の形態の超音波診断装置１００の動作を説明するフロー図である。図２
に示すように、再生制御部１２が再生する超音波画像の再生範囲（再生単位）について、
再生開始点が設定される（ステップＳ１）。操作者が所定の再生範囲（再生単位）を指定
するために、断層画像をメモリ（画像情報記憶部）４から読み出す前に予め再生範囲（再
生単位）が設定される。ここでは、操作者が再生範囲を設定するトリガを手動入力するこ
とにより、トリガ入力後に発生する超音波診断装置１００のドプラ波の立ち上がりが再生
開始点に設定され、挙動検出部２２がドプラ波を挙動として検出するとともに、再生開始
点の時間情報が再生制御部１２に記録される。
【００１９】
　再生制御部１２が再生する超音波画像の再生範囲（再生単位）について、再生終了点が
設定される（ステップＳ２）。ここでは、操作者による手動トリガ入力は不要で、再生開
始点を設定したドプラ波の次のドプラ波の立ち上がりが再生終了点に自動的に設定され、
挙動検出部２２がドプラ波を挙動として検出するとともに、再生終了点の時間情報が再生
制御部１２に記録される。このように、ドプラ波の立ち上りから次のドプラ波の立ち上り
までに対応する超音波画像が、再生制御部１２の再生単位として設定される。再生制御部
１２は、検出された挙動に対応する超音波画像を、時間情報（再生開始点及び再生終了点
の時間情報）に基づいて再生する。
【００２０】
　再生範囲（再生単位）ごとに付与されるインデックスの付与条件が設定される（ステッ
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プＳ３）。ここでは、操作者がトリガを入力する度に、“１、２、３、４、１、２・・・
・・”のように、インデックスの値が１から１ずつ増えていき、４になったら再度１に戻
るように、インデックスの付与条件が設定される。
【００２１】
　次に、探触子２を用いて被検体１の断層画像及びドプラ画像（超音波画像）が取得され
る（ステップＳ４）。断層画像及びドプラ画像取得している最中に、操作者が入力部１４
からトリガを手動入力することにより、上記の再生開始点と再生終了点が設定される（ス
テップＳ６及びステップＳ７）。そして、取得された超音波画像に対して、上記のインデ
ックスの付与条件に基づいて、再生範囲（再生単位）ごとにインデックスが付与される（
ステップＳ８）。
【００２２】
　操作者は、被検体１の状態（挙動）に応じて、インデックスを再生範囲（再生単位）に
順次割り当てることが可能である。また、操作者の入力に従って、挙動検出部２２が、生
体情報に基づいて被検体１の挙動を検出し、再生制御部１２が、被検体１の挙動に関する
条件に従って、再生範囲（再生単位）にインデックスをそれぞれ付与することも可能であ
る。
【００２３】
　本実施の形態では、挙動検出部２２は、被検体１の呼吸に関する生体情報に基づいて、
被検体１の所定部位（例えば、心臓）におけるドプラ波を挙動として検出する。図３（ａ
）は、被検体１の呼吸に関する生体情報（呼吸曲線）１５の一例を示した図である。図３
（ｂ）は、被検体１の呼吸に対応する心臓のドプラ波（挙動）１９の一例を示した図であ
る。図３（ｃ）は、再生範囲の時間情報に基づいて、複数の再生範囲に対応する超音波画
像（メモリ４に記録された断層画像）が抽出されることを示した図である。図３（ｄ）は
、抽出された超音波画像が連続再生されることを示した図である。
【００２４】
　本実施の形態では、図２のステップＳ６からステップＳ８までの手順を繰り返すことに
より、図３（ａ）及び（ｂ）に示すように、トリガ１８入力後に発生するドプラ波の立ち
上がりが再生開始点に設定され、次のドプラ波の立ち上りが再生終了点に設定される。そ
して、再生開始点から再生終了点までが再生範囲（再生単位）として設定され、それぞれ
の再生範囲（再生単位）にインデックスが付与される。
【００２５】
　具体的には、図３に示すように、超音波画像の被検体１の呼吸曲線１５に対して、被検
体１が息を吸っている状態（吸気１６）におけるドプラ波１６０にインデックス“１”が
付与されるように、トリガ１８が入力され、挙動検出部２２がドプラ波を挙動として検出
する。また、被検体１が息をはいている状態（呼気１７）におけるドプラ波１７０にイン
デックス“３”が付与されるように、トリガ１８が入力され、挙動検出部２２がドプラ波
を挙動として検出する。このように、挙動検出部２２は、生体情報に基づいて被検体１の
挙動を検出する。ここでは、操作者がトリガを入力する度に、“１、２、３、４、１、２
・・・・・”のように、インデックスの付与条件に従って、再生範囲（再生単位）が設定
される。
【００２６】
　ステップＳ６からステップＳ８までの手順を繰り返し、再生範囲（再生単位）ごとのイ
ンデックス付与が完了したら、断層画像及びドプラ画像（超音波画像）の取得を終了する
（ステップＳ１０）。
【００２７】
　そして、図２のステップＳ１１からステップＳ１６までの手順を経ることにより、図３
（ｃ）及び（ｄ）に示すように、再生制御部１２が、再生開始点と再生終了点の時間情報
に基づいて、ドプラ波の立ち上りから次のドプラ波の立ち上りまでに対応する超音波画像
を、再生範囲（再生単位）として、メモリ（画像情報記憶部）４の超音波画像からインデ
ックスごとに抽出して連続的に再生する。
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【００２８】
　具体的には、図３（ｂ）及び（ｃ）に示すドプラ画像及び断層画像が、画像表示部１１
に表示される（ステップＳ１１）。ステップＳ４からステップＳ１０で設定された再生範
囲（再生単位）及びインデックスの修正がある場合は、画像表示部１１に表示されるドプ
ラ画像及び断層画像について、再生範囲（再生単位）及びインデックスの追加や削除など
の修正を行う（ステップＳ１２）。
【００２９】
　図３（ｂ）のドプラ波（挙動）のうち、再生範囲（再生単位）のドプラ波（超音波画像
）がインデックスごとに再生される（ステップＳ１３）。つまり、再生制御部１２が、挙
動に対応する超音波画像を時間情報に基づいて再生する。また、図３（ｄ）に示すように
、再生対象のインデックスを選択することにより（ステップＳ１４）、被検体１が息を吸
った状態におけるドプラ波１６０に対応する断層画像（インデックス“１”）と被検体１
が息を吐いた状態におけるドプラ波１７０に対応する断層画像（インデックス“３”）と
を再生することが可能である（ステップＳ１５）。つまり、再生制御部１２が、挙動に対
応する超音波画像を時間情報に基づいて再生する。
【００３０】
　図４は、ステップＳ１３において、被検体１のドプラ波（挙動）が、インデックスごと
に画像表示部１１に再生されることを示した図である。図４に示すように、インデックス
ごとの再生範囲（再生単位）２０が、挙動表示画面２１として画像表示部１１に表示され
る。挙動検出部２２は、不連続な時間に生じる複数のドプラ波（挙動）を検出し、再生制
御部１２は、付与されたインデックスに基づいて再生範囲（再生単位）を結合し、不連続
な時間に生じる複数のドプラ波（超音波画像）を連続的に再生する。
【００３１】
　インデックスごとの再生範囲（再生単位）２０には、その再生範囲がどのインデックス
に対応しているかが分かるように、インデックス表示２００が表示される。入力部１４が
、所定の挙動に対応する超音波画像を表示したいインデックスを選択する（ステップＳ１
４）。
【００３２】
　図５は、ステップＳ１５において、インデックスごとにドプラ画像と断層画像（超音波
画像）が連続的に再生されることを示した図である。図５に示すように、選択されたイン
デックスの再生範囲（再生単位）に対応するドプラ画像及び断層画像（超音波画像）が、
超音波画像表示画面２３として画像表示部１１に表示される（ステップＳ１５）。再生制
御部１２が、ドプラ波（挙動）に対応する断層画像（超音波画像）を、時間情報に基づい
て再生する。挙動検出部２２は、不連続な時間に生じる複数のドプラ波（挙動）を検出し
、再生制御部１２は、複数の挙動に対応する複数の断層画像（超音波画像）を連続的に再
生する。
【００３３】
　図５の超音波画像表示画面２３では、ステップＳ１４で選択されたインデックスの断層
画像及びドプラ画像（超音波画像）がそれぞれ表示される。本実施の形態では、図３の吸
気時１６に対応するインデックス“１”と呼気時１７に対応するインデックス“３”の断
層画像及びドプラ画像が表示される。各断層画像及びドプラ画像には、インデックス表示
２４が表示される。ドプラ画像中のドプラ波２５の時間軸に対し、どこまでが１つの再生
範囲（再生単位）の断層画像なのかを明示するための再生範囲境界２６が表示される。ド
プラ画像中には、ドプラ波に対応する断層画像（超音波画像）の時間（時間情報）を示す
時間バー２７が表示される。ドプラ画像中の時間バー２７が示す時間（時間情報）に対応
する断層画像（超音波画像）２８が、メモリ（画像情報記憶部）４から読み出され、画面
下部に表示される。
【００３４】
　このように、被検体１の生体情報（呼吸情報）を時間情報とともに記憶する生体情報メ
モリ（生体情報記憶部）７から生体情報が読み出され、挙動検出部２２が、生体情報（呼
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吸情報）に基づいて、心臓などにおけるドプラ波（挙動）を検出し、再生制御部１２が、
検出されたドプラ波（挙動）に対応する断層画像及びドプラ画像（超音波画像）を、時間
情報に基づいて再生する。この場合、挙動検出部２２は、操作者の入力に従って、挙動に
関する条件（例えば、呼吸曲線１５において呼気状態及び吸気状態を特定するための条件
）を設定し、不連続な時間に生じる複数の挙動（呼気状態及び吸気状態におけるドプラ波
）を検出する。再生制御部１２は、複数の条件にインデックスをそれぞれ付し、インデッ
クスに対応する複数の断層画像（超音波画像）を連続的に再生する。この結果、不連続な
時間範囲を複数選択して断層画像を抽出しようとする場合に、再生制御部１２が、複数の
挙動に対応する複数の超音波画像を連続的に再生することで、診断を効率的に行うことが
できる。
【００３５】
　本実施の形態では、呼気状態（又は、吸気状態）におけるドプラ波を抽出して、呼気状
態（又は、吸気状態）における心臓などの超音波画像を時間軸で連続的に再生することが
でき、呼気状態（又は、吸気状態）における被検体１の診断を効率的に行うことができる
。つまり、生体状態に対応する関心部位（例えば、心臓）の断層画像を部分的に抽出し、
抽出された再生範囲（再生単位）のフレームを連続的に再生することができる。
【００３６】
　本実施の形態では、生体状態（例えば、呼気状態及び吸気状態）を特定するための条件
として、操作者が入力部１４から手動で入力するトリガを用いているが、外部機器が自動
的に出力する信号が、生体状態が特定するための条件として設定されてもよい。例えば、
呼吸曲線１５を解析する呼気モニタなどの機器が、呼気及び吸気それぞれのピーク時に、
生体信号入力部１３（図１）に信号を出力することで、挙動検出部２２が、出力された信
号をトリガとして自動的に再生範囲（再生単位）を設定して、ドプラ波（挙動）を検出し
、再生制御部１２が、インデックスが付された所定の再生範囲（再生単位）を連続的に再
生することも可能である。つまり、外部機器から出力された信号に基づいて、挙動検出部
２２が挙動に関する条件を設定することも可能である。
【００３７】
　また、挙動検出部２２は、不連続な時間に生じる複数の挙動を検出し、比較部５２は、
挙動検出部２２により検出された複数の挙動から算出される測定値に基づいて、第１の挙
動と第２の挙動とを比較してもよい。例えば、図５に示すように、比較部５２が、吸気時
１６に対応するインデックス“１”のドプラ波（挙動）からドプラ波ピーク２９の平均値
を算出し、呼気時１７に対応するインデックス“３”のドプラ波（挙動）からドプラ波ピ
ーク３０の平均値を算出し、ドプラ波ピーク２９の平均値（第１の挙動の測定値）とドプ
ラ波ピーク３０の平均値（第２の挙動の測定値）の比を計算することで、吸気時１６のド
プラ波（第１の条件を満たす第１の挙動）と呼気時１７のドプラ波（第２の条件を満たす
第２の挙動）とを比較してもよい。また、ドプラ波ピーク２９の平均値又はドプラ波ピー
ク３０の平均値（第１の挙動の測定値）と基準値（第２の挙動の測定値）の比を計算する
ことで、吸気時１６又は呼気時１７のドプラ波（第１の条件を満たす第１の挙動）と基準
値となるドプラ波（第２の条件を満たす第２の挙動）とを比較してもよい。ここで、基準
値は、他の被検体の測定値や過去のデータの測定値など、比較対象となる測定値であれば
よい。基準値と比較することで、被検体１の異常や現状を推測することや、他の被検体と
の比較が定量的に行えるなどの利点がある。
【００３８】
　（第２の実施の形態）
　以下、本発明の第２の実施の形態にかかる超音波診断装置について、図面を用いて説明
する。特に言及しない場合は、他の構成は、第１の実施の形態の超音波診断装置と同様で
ある。本実施の形態では、挙動検出部２２は、被検体１の脈動に関する生体情報に基づい
て、被検体１の心電波形（Ｒ波）を挙動として検出する。挙動検出部２２は、不連続な時
間に生じる複数の心電波形（挙動）を検出する。挙動検出部２２は、心電波形（挙動）に
関する条件を複数設定し、この条件に基づいて心電波形（挙動）を検出する。
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【００３９】
　また、再生制御部１２は、被検体１に不整脈が生じた状態における心電波形に対応する
断層画像（超音波画像）を連続的に再生する。
【００４０】
　図６は、本実施の形態の超音波診断装置１００の動作を説明するフロー図である。図６
に示すように、入力部１４からの操作によって、制御・グラフィック部１０は、生体情報
メモリ７内に格納されている心電波形（挙動）から再生範囲（再生単位）となるＲ波を選
択する（ステップＳ１７）。そして、再生範囲（再生単位）について、再生開始点が設定
され（ステップＳ１８）、再生終了点が設定される（ステップＳ１９）。再生開始点及び
再生終了点を設定することで、断層画像をメモリ（画像情報記憶部）４から読み出す前に
予め再生範囲（再生単位）が設定される。ここでは、操作者が再生範囲を設定するために
選択信号（トリガ）を手動入力することにより、選択信号入力後に発生する選択Ｒ波と予
め設定された設定値とに基づいて、選択Ｒ波の前後のＲ波が再生開始点及び再生終了点に
設定され、挙動検出部２２がＲ波（心電波形）を挙動として検出する。つまり、挙動検出
部２２は、被検体１の脈動に関する生体情報に基づいて、被検体１の心電波形を挙動とし
て検出する。
【００４１】
　具体的には、ステップＳ１７において、図７（ａ）に示すように、心電波形上から、診
断の際に読影したい再生範囲（再生単位）の中心となるＲ波（例えば、選択Ｒ波３１）が
選択される。
【００４２】
　予め設定された設定値に基づいて、選択Ｒ波３１より前の心拍（例えば、設定値が“１
”である場合は、図７（ａ）の選択Ｒ波３１より１心拍前のＲ波３２）が再生開始点とし
て設定され、再生開始点の時間情報が再生制御部１２に記録される（ステップＳ１８）。
そして、予め設定された設定値に基づいて、選択Ｒ波３１より後の心拍（例えば、設定値
が“１”である場合は、図７（ａ）の選択Ｒ波３１より１心拍後のＲ波３３）が再生終了
点として設定され、再生終了点の時間情報が再生制御部１２に記録される（ステップＳ１
９）。
【００４３】
　他の時間範囲における再生範囲（再生単位）を抽出する場合は、ステップＳ１７からス
テップＳ１９までの手順を繰り返し、再生範囲（再生単位）を追加する。例えば、被検体
１に不整脈が生じた状態における心電波形（Ｒ波）を含む再生範囲（再生単位）を追加す
る。図７に示すように、ステップＳ１７で選択Ｒ波３４を追加指定すると、選択Ｒ波３４
より１心拍前の再生開始点３５が設定され（ステップＳ１８）、選択Ｒ波３４より１心拍
後の再生終了点３６が設定される（ステップＳ１９）。
【００４４】
　ステップＳ１８及びステップＳ１９の処理によって、図７（ｂ）に示すように、断層画
像（超音波画像）の再生範囲（再生単位）３７が設定される。
【００４５】
　再生範囲（再生単位）３７の設定が完了したら、図７（ｃ）に示すように、再生制御部
１２が、検出された心電波形（挙動）に対応する断層画像（超音波画像）を、時間情報に
基づいて再生する。再生制御部１２が、再生開始点と再生終了点の時間情報に基づいて、
メモリ（画像情報記憶部）４の超音波画像から、選択Ｒ波の１心拍前のＲ波から選択Ｒ波
の１心拍後のＲ波までに対応する超音波画像を、再生範囲（再生単位）として、連続的に
再生する。例えば、操作者の入力に従って、不整脈のＲ波を選択することにより、再生制
御部１２が、心電波形における不整脈の前後のＲ波間に対応する超音波画像を再生する。
【００４６】
　このように、ステップＳ１７からステップＳ２１までの手順を行うことで、操作者が読
影に不要な断層像を除外でき、診断に必要な超音波画像フレーム（不連続な時間範囲にお
ける複数の超音波画像）を連続的に読影することができる。この結果、効率的かつ正確な
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診断に寄与することができる。
【００４７】
　操作者は、被検体１の状態（挙動）に応じて、インデックスを再生範囲（再生単位）に
順次割り当てることが可能である。また、操作者の入力に従って、挙動検出部２２が、生
体情報に基づいて被検体１の挙動を検出し、再生制御部１２が、被検体１の挙動に関する
条件に従って、再生範囲（再生単位）にインデックスをそれぞれ付与することも可能であ
る。
【００４８】
　本実施の形態では、操作者が入力部１４から手動で選択信号を入力することにより、選
択Ｒ波が選択されて再生範囲（選択単位）が設定されるが、生体状態を特定するための条
件を予め設定し、再生範囲（選択単位）が自動的に設定され、インデックスがそれぞれの
再生範囲（選択単位）に自動的に付与されてもよい。挙動検出部２２が、心電波形（挙動
）に関する条件を複数設定し、設定された条件に基づいて心電波形（挙動）を検出し、再
生制御部１２が、心電波形（挙動）に関する条件に従って、再生範囲（再生単位）にイン
デックスをそれぞれ付与してもよい。
【００４９】
　例えば、図７に示すように、心電波形のＲ波とその１心拍前後のＲ波との間隔を比較し
て、インデックスがそれぞれの再生範囲（選択単位）に自動的に付与される。図７のＲ波
３１とＲ波３３とのＲ－Ｒ間隔４１（ＲＲｐ）とＲ波３１とＲ波３２とのＲ－Ｒ間隔４０
（ＲＲｐｐ）との比（ＲＲｐ／ＲＲｐｐ）を、挙動検出部２２が算出する。ＲＲｐ／ＲＲ
ｐｐが０．８未満又は１．２以上である場合、Ｒ波３２とＲ波３３とのＲ－Ｒ間隔が、再
生範囲（再生単位）として自動的に設定される。
【００５０】
　そして、図８に示すように、再生制御部１２が、設定された再生範囲（再生単位）にそ
れぞれインデックスを付与する。例えば、ＲＲｐ／ＲＲｐｐが０．６未満又は１．４以上
である場合は、インデックス“１”が付与され、ＲＲｐ／ＲＲｐｐが０．６以上０．８未
満又は１．２以上１．４未満である場合は、インデックス“２”が付与される。一方、Ｒ
Ｒｐ／ＲＲｐｐが０．８以上１．２未満である場合は、再生範囲（再生単位）が自動的に
設定されないが、インデックス“３”が付与される。
【００５１】
　このように、挙動検出部２２は、心電波形（挙動）に関する条件を複数設定し、設定さ
れた条件に基づいて心電波形（挙動）を検出する。再生範囲の自動設定ルールとインデッ
クスの付与ルールを定めることで、取得された断層画像の複数フレームに自動的にインデ
ックス付きの再生範囲（再生単位）を設定することができる。自動設定された再生範囲（
再生単位）は、メモリ（画像情報記憶部）４の超音波画像からインデックスごとに抽出さ
れて連続的に再生される。例えば、挙動検出部２２が、被検体１の脈動に関する生体情報
に基づいて、被検体１の心電波形を挙動として検出し、再生制御部１２は、被検体１に不
整脈が生じた状態（例えば、インデックス“１”）における心電波形（挙動）に対応する
断層画像を再生することができる。
【００５２】
　また、図８に示すように、インデックス選択画面４２を開き、インデックス選択ボタン
４４を押すことによって、連続再生されるインデックスを選択することができる。
【００５３】
　各インデックスの説明（挙動に関する条件）が、インデックス説明表示４５に表示され
る。また、選択されたインデックスに相当する再生範囲（再生単位）は、心電波形４３上
に表示される選択再生範囲表示４６によって判別される。インデックス“１”を選択した
場合は、インデックス“１”の再生範囲（再生単位）を、再生制御部１２が連続的に再生
する。また、インデックス“２”を選択した場合は、インデックス“１”とインデックス
“２”の再生範囲（再生単位）を足し合わせたものを、再生制御部１２が再生する。
【００５４】
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　このように、再生制御部１２は、複数の条件にインデックスをそれぞれ付し、選択され
たインデックス（インデックス“１”）と同じインデックスに対応する超音波画像（断層
画像）を連続的に再生してもよく、選択されたインデックス（インデックス“２”）の条
件以上（又は、以下）の条件を満たす超音波画像（インデックス“１”とインデックス“
２”の超音波画像）を連続的に再生してもよい。また、再生制御部１２は、選択されたイ
ンデックスと異なるインデックスに対応する超音波画像を連続的に再生してもよい。
【００５５】
　この結果、所定の閾値を超えた心拍（例えば、不整脈）を観察したい場合は、インデッ
クス“１”とインデックス“２”が選択され、特にＲＲｐ／ＲＲｐｐの値が顕著なものを
観察したい場合は、インデックス“１”が選択され、インデックスに応じて再生範囲（再
生単位）を結合することによって、再生制御部１２は、不連続な時間に生じる複数の断層
画像（超音波画像）を連続的に再生する。再生範囲（再生単位）が自動的に設定されない
インデックス（インデックス“３”）が選択された場合は、再生制御部１２は、断層画像
（超音波画像）の再生を行わない。
【００５６】
　操作者の入力に従って、再生範囲（再生単位）を切り替える切替機能を用いることで、
本実施の形態で述べた心電波形（挙動）における再生範囲（再生単位）と第１の実施の形
態で述べたドプラ波（挙動）における再生範囲（再生単位）とを、検査に応じて切り替え
て使用することができる。
【００５７】
　このように、被検体１の生体情報（心拍情報）を時間情報とともに記憶する生体情報メ
モリ（生体情報記憶部）７から生体情報が読み出され、挙動検出部２２が、生体情報（心
拍情報）に基づいて、心電波形（挙動）を検出し、再生制御部１２が、検出された心電波
形（挙動）に対応する断層画像（超音波画像）を、時間情報に基づいて再生する。この場
合、挙動検出部２２は、操作者の入力に従って、挙動に関する条件（例えば、Ｒ－Ｒ間隔
に基づく不整脈を特定するための条件）を設定し、不連続な時間に生じる複数の挙動（不
整脈における心電波形）を検出する。再生制御部１２は、複数の条件にインデックスをそ
れぞれ付し、インデックスに対応する複数の断層画像（超音波画像）を連続的に再生する
。この結果、不連続な時間範囲を複数選択して断層画像を抽出しようとする場合に、再生
制御部１２が、複数の挙動に対応する複数の超音波画像を連続的に再生することで、診断
を効率的に行うことができる。
【００５８】
　本発明によれば、断層画像中で複数の領域を比較しながら読影する必要がある場合にお
ける診断を効率的に行うことができ、例えば、被検体１が息を吸っているとき吐いている
ときそれぞれのドプラ波を比較すること及び計測することを簡易に行うことができ、不整
脈を誘発している基礎疾患の調査の際に、複数の不整脈部における断層画像を効率的に比
較診断することが可能となる。
【００５９】
　以上、本発明にかかる実施の形態について説明したが、本発明はこれらに限定されるも
のではなく、請求項に記載された範囲内において変更・変形することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明にかかる超音波診断装置は、不連続な時間範囲を複数選択して超音波画像を抽出
しようとする場合に、複数の挙動に対応する複数の超音波画像を連続的に再生することで
、診断を効率的に行うことができるという効果を有し、生体情報と関連付けられた断層画
像を選択して再生する超音波診断装置として有用である。
【符号の説明】
【００６１】
１　被検体
２　探触子
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３　超音波送受信部
４　メモリ（画像情報記憶部）
５　デジタルスキャンコンバータ
６　生体信号検出部
７　生体情報メモリ
８　グラフィックメモリ
９　画像合成部
１０　制御・グラフィック部
１１　画像表示部
１２　再生制御部
１３　生体信号入力部
１４　入力部
２１　挙動表示画面
２２　挙動検出部
２３　超音波画像表示画面
２４　インデックス表示
２６　再生範囲境界
４２　インデックス選択画面
４４　インデックス選択ボタン
４５　インデックス説明表示
４６　選択再生範囲表示
４７　再生開始ボタン
５２　比較部
１００　超音波診断装置

【図１】 【図２】
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